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　この賞は、都市と農山漁村を往来する新たな
ライフスタイルの普及や定着化を図るため、日
本各地で都市と農山漁村の交流の活発化に積極
的に取り組む団体・個人を顕彰するものです。
　授賞式は、3月9日、国立オリンピック記念青
少年総合センター（東京都）で開催された「第
８回オーライ！ニッポン全国大会」の席上で行
われました。
　中村館長は、大会を主催する、オーライ！ニ
ッポン会議の養老孟司代表から表彰状を授与さ
れた後、約300人の来場者の前で、自身が地域

とともに10年に亘り精力的に取り組んだ、農業交流や食育活動について発表。「農」と「食」の重要
性について情熱をもって語られました。
　また、中村館長は発表の中で「今回の受賞は、10年の歳月をかけ少しずつ地域の皆様と活動してきた
結果。『農』と『食』の文化を大切にする奥出雲町の文化が認められた結果でもあります」と話されました。
　中村館長は、今後も一味同心塾を拠点として、「農と食」に関わりながら「自然といのちの大切さ」
について、子どもたちに伝えていくため精力的な活動を続けていくそうです。

　山陰合同銀行横田支店前に、商業集積施設「よりみち
マルシェ」が開店し、４月５日、オープニングセレモニ
ーが行われました。
　この施設は、主要地方道横田多里線街路事業第３工区
の完成に併せ、地元商業者が地域活性化を図る目的で建
設しました。
　総事業費は約5,300万円で、電気製品、事務用品、精肉、
地元特産品を取り扱う４店舗と、カフェが１店舗の５店
舗が出店。コミュニティスペースとバリアフリーのトイ
レも整備されています。

　セレモニーで、出店者代表の前田詩朗さんは「この地域を元気づけるとと
もに、心よく立ち寄ってもらえる町をつくろうと、みんなで話し合いを続け
てきた。オープンを契機に、周辺地域の活性化を進めていきたい」とあいさ
つされました。

　その後、施設オーナーの中
津恵吉さん、前田代表をはじめ、
関係者６人によるテープカッ
トを行い、多くの来店者とと
もにオープンを祝いました。
　「心やすく立ち寄ってもらえる市場（＝マルシェ）」と
いう願いを込め名付けられた「よりみちマルシェ」。
　住民に親しまれながら、地域の活性化につながって
いくことが期待されます。
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10年に亘る食の根幹を見直す活動


